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研究成果の概要（和文）：本研究では、ドイツ語の否定表現として代表的な副詞nicht及び不定代名詞keinが歴
史的にそれぞれどのように成立し発展してきたのかについてコーパスを用いて考察した。具体的には、古高ドイ
ツ語での話法の助動詞に対する否定副詞の作用域や、中高ドイツ語における単独否定と累加否定の意味論上の相
違について示した。また、中高ドイツ語の否定辞neは接続法とともに補文標識としての役割があることを明らか
にした。さらに、keinは古高ドイツ語では否定極性表現であり、中高ドイツ語期に否定の意味を持つようになっ
たこと、また、keinにもnichtの通時的変化と比較し得るサイクリックな変化があることを提示した。

研究成果の概要（英文）：In this study, the evolution of the sentential negative adverb nicht and the
 negative indefinite pronoun kein in German was investigated using historical corpora. In 
particular, the following themes were discussed and explained: the scope of sentential negation with
 respect to modal verbs in Old High German (OHG), the semantic differences between mono-negation and
 negative concord in Middle High German (MHG), and the function of the negative preverbal particle 
ne in MHG, which works as a complementizer together with the subjunctive. It was also shown that 
kein was a negative polarity item in OHG and then obtained the negative meaning in the MHG period, 
and that the indefinite pronoun had a cyclic change comparable to the diachronic development of 
nicht.

研究分野：ドイツ語学

キーワード： 否定　文法化　話法の助動詞　アスペクト　接続法　従属文　古高ドイツ語　中高ドイツ語
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１．研究開始当初の背景 
ドイツ語は、歴史的に見て、同一文中にあ
る複数の否定要素が調和的に否定を表す言
語体系から互いに相殺される言語体系へと
変化したことが知られている。本研究課題で
は、否定表現の中で代表的な文否定の副詞
nicht、及び、同様に文否定の機能をもつ不
定代名詞 kein の成立と発展を手がかりに、
否定という概念の言語表現が通時的にどの
ように変化したのかを考察することを目指
した。また、否定の語彙要素が他の文要素の
解釈に及ぼす影響、いわゆる否定の作用域に
ついても明らかにすることを企図した。 
 
２．研究の目的 
本研究課題は、文否定の役割を持つ副詞
nicht と不定代名詞 kein の意味論的・統語的
ふるまいの通時的変化を考察することを目
的とした。具体的には、以下の３つのテーマ
について検討することを目指した。 
 
(1) Jespersen’s cycle として知られる否定
表現の発展形式は、否定辞が１つの段階、否
定辞を補強するような語彙要素が導入され
た段階、補強語が本来の否定辞に代わり否定
の機能を担うようになった段階の３つを繰
り返すと考えられている。ドイツ語では、動
詞の直前に置かれる否定辞ni/neの段階、「何
もない」を表す古高ドイツ語の名詞 niwiht
が否定辞を補うかたちで用いられるように
なった累加否定の段階、そして、niwiht が
ni/ne に代わり文否定を担うようになった段
階に分類できる。これらの段階は直線的に移
行するのではなく、部分的に重なり合うこと
が知られている。すなわち、同一テクストの
中で、ni あるいは niwiht による単独否定も
ni と niwiht による累加否定も用いられてい
る（累加否定では二つの否定要素が互いに打
消し合わずに文全体が否定される）。このよ
うな言語上の事実から次の問題提起をする
ことができる。 
①niwiht による否定の強化はどのような統
語的環境で好まれたのだろうか。 
②ni/neあるいはniwihtによる単独否定がそ
れぞれ優勢となる文脈とは何か。 
③niwiht という語が由来するところの wiht
（「あるもの」を表す古高ドイツ語の名詞）
も否定辞 ni/ne と共起する傾向があるが、そ
れはどのような場合か。 
本テーマでは、古高・中高ドイツ語期のコ
ーパスを分析し、単独否定・累加否定がそれ
ぞれ現れやすい統語的・意味論的条件につい
て検討する。 
 
(2)現代ドイツ語の kein の前身は、「ある何
か」という肯定の意味をもつ古高ドイツ語の
不定代名詞 thehein であり、この代名詞は肯
定でない文脈（疑問文や仮定文、主文が否定
や禁止・阻止を表す場合の従属文等）に現れ
るが、それ自体は否定を表さない否定極性表

現であった。中高ドイツ語では dehein と綴
られ、この代名詞だけで否定を表すことが可
能であり、肯定の意味でも否定の意味でも用
いられていたことが知られている。kein の通
時的変化に関し、以下の３点についてコーパ
スを用いて検討・考察を行う。 
①中高ドイツ語の dehein が肯定の意味、な
いしは否定の意味をもつと解釈されるのは
それぞれどのような統語的環境においてで
あるか。 
②「あるもの」を表す不定代名詞が否定の意
味をもつようになったプロセスにはどのよ
うなメカニズムが働いているのだろうか。 
③現代ドイツ語の文否定の副詞nichtは上記
の(1)で言及した Jespersen’s cycle とよば
れる変化を経てきたと考えられているが、
keinもnichtと同様にサイクリックな発展を
してきたといえるだろうか。 
 
(3)否定の作用域に入るか否かで文全体の解
釈が異なってくるものに話法の助動詞があ
るが、現代ドイツ語では、話法の助動詞に対
する否定の作用域は必ずしも一定でない。否
定が話法の助動詞にかかる広い作用域か、本
動詞を含む不定詞句にかかる狭い作用域か
は、話法の助動詞の解釈や文脈によって異な
る。本テーマでは、古高・中高ドイツ語期に
おける話法の助動詞と否定の作用域につい
て検討する。その際、否定の作用域を決める
ものは何であるかに特に留意して考察する。 
 
３．研究の方法 
本研究課題は、主として用例の調査と二次
文献資料の批判的検討から構成された。理論
的な考察が最終目標であったが、独自のコー
パス分析に基づく統計的データを十分に考
慮しながら論を展開していくことを目指し
た。 
また、本研究課題ではドイツ語の通時的研
究を目指しつつも、比較言語学的な視点を積
極的に取り入れることを試みた。特に、下記
の「４．研究成果」の(1)②及び(2)①では、
ドイツ語のある言語現象を他の言語におけ
る同じような現象と対照することで、説明の
枠組みを見出すことができたと考える。 
さらに、研究の遂行面に関わることである
が、ドイツ語に対し歴史的な観点からアプロ
ーチする研究集会に参加・発表、意見交換を
することで、個々の具体的な研究課題に対し
てだけでなく、研究の方針・方向性に対して
も、新たな着眼点を得ることができるよう努
めた（特に下記の「５．主な発表論文等」〔学
会発表〕の①と④がこれに当たる）。 
 
４．研究成果 
 言語の通時的変化を考察する際には「文法
化」という概念がキーワードとなる。本研究
課題でも副題でその言葉を用いているが、4
年間の研究期間の初めに、「文法化」という
概念について検討した。 



文法化とは語彙的要素が文法的要素へと
変化することであると定義できる。この変化
は漸進的であり、語彙と文法という両極の間
に中間段階があるという見解が主流である。
しかし、語彙と文法がそれぞれ、有限の意味
素性を用いて外的世界を分類する機能、外的
世界に対する話者の見方を付与する機能を
もつとするならば、語彙と文法とは本質的に
異なるため、その中間段階は想定し難い。こ
の語彙機能と文法機能の区別の重要性は非
デカルト派言語学の中心的テーゼの一つで
ある。一方、日本語の文法理論を提唱した時
枝誠記もその「詞辞論」で非常に近い考え方
を示している。語彙と文法の二大区分につい
て、現代の非デカルト派言語学の立場を代表
する Elisabeth Leiss『Sprachphilosophie』 
(2012)と時枝の『国語学原論』(1941)・『日
本文法口語篇』(1950)を中心に比較・検討し、
文法化についての新たな見方を示すことを
目指した（下記の「５．主な発表論文等」〔学
会発表〕⑤と〔雑誌論文〕③を参照）。 
次に、上記の「２．研究の目的」の (1)～
(3)で述べたテーマにおいて、それぞれ以下
の成果が得られた。 
 
(1)現代ドイツ語では、一般的に、文は副詞
nicht を用いて否定される。nicht の中高ド
イツ語でのかたちは niht である。中高ドイ
ツ語には、niht による単独否定、動詞の直前
の否定辞 ne による単独否定、そして ne と
niht による累加否定の３つのタイプがある。
これらの文否定のタイプについて、次の２点
を検討した。 
①中高ドイツ語では単独否定 niht と累加否
定 ne…niht が頻度上、拮抗している。niht
による単独の否定表現が増加してきた中高
ドイツ語期において、どのような文脈で
ne…niht が保たれるかについて意味論的に
説明することを試みた。コーパスとして『ニ
ーベルンゲンの歌』を分析し、先行研究で指
摘されているように、累加否定は話法の助動
詞と多く共起されることが統計的に確認で
きた。また、コーパス分析により、累加否定
は不定詞句の未完了アスペクトと相関があ
るということが分かった。一方、文が niht
のみによって否定されている場合、このよう
な相関関係は見られなかった。メレオロジー
（部分と全体の関係に関する学説）の観点か
ら見ると、否定されているのは、不定詞句が
表す出来事それ自体ではなく、出来事の完了
であると考えられる。累加否定と不定詞句の
未完了アスペクトとの相関関係は、不定詞句
の命題を表す部分と話法の助動詞のモダリ
ティを表す部分とにそれぞれ否定の標識が
つくと考えることで説明し得る（下記の「５．
主な発表論文等」〔学会発表〕③と〔雑誌論
文〕②を参照）。 
②中高ドイツ語では、否定辞 ne は、niht や
ne…niht と比べ出現頻度が低いことが知ら
れているが、ne のみによる否定はどのような

統語的・意味論的環境に残っているのかにつ
いて検討した。コーパス分析には『ニーベル
ンゲンの歌』を用いた。その結果、niht や
ne…niht とは対照的に ne は従属文中で多用
されること、そのような従属文は従属接続詞
をもたず、定動詞の位置が平叙文と同様、第
2 位であること、その際、定動詞は接続法の
形をとることが非常に多いことなどが統計
的に確認できた。また、neのみによる否定は、
独立文では特定の動詞とのみ共起すること、
一方、従属文では、条件や除外を表す文の中
や、否定表現としては余剰な「並列的否定」
として用いられることが分かった。並列的否
定はフランス語やスペイン語等にも見られ
ることが先行研究から知られている。このこ
とから示唆を得て、中高ドイツ語の ne には
一種の補文標識としての機能があることを
示した。また、この補文標識の出現は先行文
における否定が引き起こすと考えられるこ
とや ne と共起する接続法にも同様の機能が
あることを示した（下記の「５．主な発表論
文等」〔学会発表〕②と〔図書〕①を参照）。 
 
(2)現代ドイツ語の否定の不定代名詞keinの
通時的変化について、次の２点を検討した。 
①kein の前身は、古高ドイツ語では thehein
であり、中高ドイツ語では dehein である。
theheinとdeheinが現れる統語的環境と出現
頻度を『オトフリートの福音書』（古高ドイ
ツ語）及び『ニーベルンゲンの歌』（中高ド
イツ語）を用いて調査した。その結果、
thehein は否定極性表現であること、一方、
dehein にはそれ自体で否定を表す用例が約
25％あり、機能が否定の領域にシフトしてい
ることが分かった。dehein を否定語であると
仮定すると、肯定でないが否定でもない文脈
に現れることと矛盾するように見えるが、そ
のような dehein は、主文に否定が含まれて
いたり、主文の動詞が禁止や阻止を表す統語
的環境にあることが分かった。比較言語学的
な観点からも、dehein のような「余剰な」否
定表現は主文の否定的要素によって引き起
こされると考える方が、文脈によって肯定の
意味あるいは否定の意味をもつとするより
も一貫性があるといえる。 
また、thehein/dehein が肯定の代名詞から
否定の代名詞へと変化した要因として、不定
代名詞の体系の構造的変化が考えられる。現
代ドイツ語の不定冠詞 ein は、古高ドイツ語
では、特定のものを表し、肯定の文脈に現れ
るが、中高ドイツ語では不定冠詞とほぼ同様
の機能をもち、文脈に依存しない。ein の不
定冠詞としての文法化によって thehein/ 
dehein との機能上の重複が生じたため、元来、
肯定でない文脈・否定の文脈と相関のあった
この代名詞を否定表現と捉える解釈が進ん
だと考えられることをテーゼとして示した。
（「５．主な発表論文等」〔学会発表〕①と〔図
書〕②を参照）。 
②Jespersen’s cycle とは、動詞の前に置か



れた否定語を強調するために、動詞の後に何
らかの語が付け加えられ、それが否定語と再
解釈されて、もともとの否定語に取って代わ
る一連の通時的変化であると先行研究では
定義されている。現代ドイツ語の文否定の副
詞nichtはこの変化を経てきたと考えられて
いる。一方、kein の前身である thehein/ 
deheinはnichtのように必ずしも否定文だけ
に現れるわけではない。また、dehein と共起
する否定語は動詞の前に置かれた否定辞 ne
だけとは限らない。さらに、dehein や kein
は文否定の機能を持つとはいえ、あくまで名
詞句を構成する一要素である。これらの点で
keinの通時的変化はnichtの歴史的変化と並
行しているとはいえない。しかし、特定の否
定語に限定せず、文否定という抽象的な意味
の実現がある否定語から別の否定語へと移
行したと考えるならば、kein の歴史にも一種
のサイクリックな発展を認めることができ
ることを示した（下記の「５．主な発表論文
等」〔雑誌論文〕①を参照）。 
 
(3) 否定の下では話法の助動詞の解釈と本
動詞のアスペクトの相関性が逆転すること
が先行研究から知られている。すなわち、完
了相が認識的モダリティの読み、未完了相が
義務的モダリティの読みの標識となる。話法
の助動詞と否定の作用域について、古高ドイ
ツ語期の『オトフリートの福音書』を分析し
た結果、話法の助動詞は義務的モダリティと
して解釈し得るものばかりであったが、本動
詞を含む不定詞句のアスペクトと否定の作
用域には相関関係があることが分かった。つ
まり、否定が話法の助動詞にかかる広い作用
域（上位否定）は、不定詞句が未完了相であ
ることと、一方、否定が不定詞句にかかる狭
い作用域（下位否定）は不定詞句が完了相で
あることと相関する。すなわち、否定の作用
域は語彙によってでもなく、語順によってで
もなく、本動詞のアスペクト、正確には、不
定詞句全体が表すことがらに時間的終点が
あるかどうかによって決まってくることを
明らかにした（「５．主な発表論文等」〔学会
発表〕④と〔雑誌論文〕④を参照）。なお、
この論考は第 13 回日本独文学会賞（ドイツ
語論文部門）を受賞した。 
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